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情報技術の発展により，膨大な量のデータを蓄積することが可能となった．しかし，人
間がそのような膨大なデータをすべて確認することはできず，データに有益な情報が含ま
れていても，そのままでは理解できなくなっている．そこで，日々肥大化するデータから
有益な情報を発見するため，近年データマイニングに関する研究が注目され，盛んに研究
されている．その中でもクラスタリングは教師無し学習手法であり，カテゴリが未知の
データを分類するのに有用である．クラスタリングを用いることで，人手での分類が困難
な膨大なデータを分類することが可能となる．
本研究ではグラフ系列マイニングを対象とし，グラフ系列をクラスタ系列に分割する．
ここで，グラフ系列とは，時刻変化するグラフを時刻順に並べたものであり，時刻変化に
伴い，頂点数や辺の重みが変化する．クラスタとは各時刻におけるグラフの頂点を辺の結
びつきが強いもの同士がまとまるように分割してできる各頂点集合である．クラスタ系列
とは，各時刻のグラフを分割してできた複数のクラスタから一つを選び，時刻順に並べた
ものであり，クラスタの時刻変化を表したものである．例えば，人をグラフの頂点，人と
人の関係をグラフの辺とし，人と人の親密度に応じて辺に重みをつける人間関係ネット
ワークは，ある時刻の人間関係ネットワークを重み付きグラフにより表現することができ
る．さらに時刻の経過と共にその構造が変化する人間関係ネットワークは，重み付きグラ
フ系列として表すことが可能である．また，人間関係ネットワークでは親密度が大きい人
同士が集まってクラスタを形成し，クラスタの時刻変化を表すクラスタ系列は，クラスタ
に含まれる人間関係の変化を表す．このような人間関係ネットワークを表すグラフ系列を
クラスタ系列に分割することで，人間関係ネットワークにおける隠れたクラスタの変化を
発見することが期待され，マーケティング戦略に役立てることができると考えられる．
既存手法では，グラフ系列のクラスタリングの精度は最初に与えられるグラフのクラス
タリングの容易さに依存する．また，各時刻のグラフがちょうど k個にしか分割できない
という課題や各時刻の頂点数が常に一定でなければならないという課題を抱えている．そ
こで，本研究ではグラフ系列の k 分割問題をあるグラフ G0 の k 分割問題へ帰着させ，逐
次的なクラスタリングを行わず，時刻間で頂点数やクラスタ数が変化しても対応可能な手
法を提案し，上記の課題を克服する．
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